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議
員

本
市
は
現
在
、
市
営
住

宅
を
２
１
４
室
保
有
し
て
い
ま

す
。
空
き
室
が
出
て
募
集
を
す

れ
ば
、
そ
の
応
募

倍
率
は
１０
倍
か
ら

６０
倍
と
な
り
、
な

か
な
か
入
居
で
き

な
い
状
況
で
す
。

入
居
で
き
た
人
の

実
績
を
み
る
と
応

募
者
の
１０
分
の
１
。

大
半
の
人
は
入
れ

ま
せ
ん
。
入
居
で

き
た
人
は
幸
い
で

す
が
、
多
く
の
入

れ
な
い
ま
ま
の

人
々
が
い
る
の
が
実
情
で
す
。

一
方
、
市
営
住
宅
の
建
設
に
は

用
地
費
な
ど
を
含
め
る
と
、
１

室
あ
た
り
３
７
０
０
万
円
の
費

用
が
か
か
っ
た
住
宅
も
あ
り
ま

す
。希

望
す
る
人
の
大
半
が
入
居

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
い
い
の
で

す
が
、
一
部
の
人
し
か
入
居
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
営
住

宅
だ
け
が
本
市
の
住
宅
施
策
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
不
十
分
な
年
金
な
ど

で
民
間
賃
貸
住
宅
や
ア
パ
ー
ト

で
生
活
し
て
い
る
方
々
に
家
賃

補
助
制
度
を
設
け
れ
ば
、
少
な

い
費
用
で
多
く
の
市
民
に
住
宅

の
安
心
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

数
少
な
い
市
営
住
宅
に
は
、

多
子
世
帯
の
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
住
ん
で
も
ら
え
ば
い
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

都
市
整
備
部
長

公
営
住
宅
法

に
基
づ
い
て
市
営
住
宅
を
建
設

し
て
い
ま
す
が
、
従
来
の
直
接

建
設
型
に
よ
る
供
給
は
大
い
に

検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
住
宅
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
１８
年
度
か
ら
の
次
期
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
今
年
度
策

定
中
で
す
。
こ
れ
に
当
た
っ
て

は
、
財
政
、
人
口
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
効
率
的
・
長
期
的
視

野
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

補
助
に
当
た
っ
て
は
、

厳
格
な
基
準
の
も
と
、
賃
貸
費

用
に
の
み
使
途
を
限
定
し
た

「
住
宅
切
符
」
を
発
行
し
て
は

ど
う
で
す
か
。
こ
れ
で
あ
れ
ば

他
の
生
活
費
に
回
る
こ
と
も
な

く
滞
納
も
生
じ
な
い
利
点
が
あ

り
ま
す
。
検
討
を
始
め
て
は
ど

う
で
す
か
。

都
市
整
備
部
長

「
住
宅
切
符
」

の
案
は
、
多
様
な
方
策
の
中
で

極
め
て
斬
新
な
考
え
と
受
け
と

め
ま
す
。
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

酸
・
ア
ル
カ
リ
に
強
く
丈
夫
な

の
で
、
３
千
種
類
の
製
品
と
し

て
大
量
に
使
わ
れ
て
お
り
、
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
ア
ス
ベ
ス

ト
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
学
校
な

ど
、
上
戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

風
呂
場
天
井
部
分
、
新
曽
福
祉

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
舞
台
奥
壁

部
分
、
上
戸
田
南
保
育
園
増
築

部
分
等
、
ア
ス
ベ
ス
ト
有
り
と

さ
れ
て
い
る
箇
所
の
実
態
調
査
・

優
先
順
位
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

総
務
部
長

７
月
に
設
計
書
及

び
目
視
等
に
よ
り
再
調
査
を
行

い
、
該
当
す
る
担
当
課
で
の
第

１
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
検
討
会

議
を
開
き
、
早
急
に
専
門
業
者

に
よ
り
調
査
分
析
を
行
い
、
分

析
の
結
果
を
見
て
、
施
設
担
当

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
や
今

後
の
対
応
及
び
市
や
県
の
問
い

合
わ
せ
先
等
は
、
関
係
各
課
と

協
議
の
上
、「
広
報
戸
田
市
」
や

「
戸
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
へ
掲

載
を
考
え
て
迅
速
に
対
応
し
、

十
分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
部
長
、
消
防
長
、
医
療
保

健
セ
ン
タ
ー
事
務
長
、
都
市
整

備
部
長
　
各
所
管
の
関
連
部
分

を
続
け
て
答
弁
。

議
員

高
齢
者
を
火
災
か
ら
守

る
目
的
で
、
全
国
的
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
推
進
さ

れ
る
状
況
下
で
、
家
庭
の
天
井

や
壁
に
警
報
器
の
設
置
を
す
る

と
き
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散

や
暴
露
条
件
が
重
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
じ
ん
肺
用
簡
易

マ
ス
ク
、
メ
ガ
ネ
、
ビ
ニ
ー
ル

手
袋
等
を
使
用
し
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
を
吸
引
し
な
い
対
策
を
、

様
々
な
角
度
か
ら
総
合
的
な
対

策
と
提
案
を
い
た
し
ま
す
。
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住
宅
切
符
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の
導
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▲市営住宅は入居希望がとても多い現状です
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議
員

神
保
市
政
が
誕
生
し
２

期
８
年
目
を
迎
え
、
こ
の
間
に

本
市
は
急
速
に
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦

と
時
代
の
要
請
に
対
す
る
迅
速

な
取
り
組
み
を
基
本
戦
略
と
す

る
神
保
市
政
の
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
、
多
く
の
市
民
は
、「
戸

田
市
は
大
き
く
変
わ

り
、
住
み
よ
く
な
っ

た
」
と
感
じ
る
と
と

も
に
、
更
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
長
自
身

に
よ
る
市
政
２
期
目

の
自
己
評
価
と
、
３

期
目
の
市
長
選
に
向

け
て
、
出
馬
の
意
向

と
市
政
に
臨
む
決
意

を
伺
い
ま
す
。

市
長

１
期
目
は

「
改
革
」
２
期
目
は

「
築
く
」
を
目
標
に
市

政
に
取
り
組
み
、
パ

ビ
ス
体
制
の
充
実
、
文
化
都
市

の
構
築
、
産
業
振
興
の
基
礎
づ

く
り
、
個
性
と
国
際
感
覚
を
伸

ば
す
教
育
な
ど
、
未
来
へ
つ
な

が
る
本
市
の
基
礎
を
固
め
、
着

実
に
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

次
は
「
飛
躍
」
を
目
標
に
掲

げ
、
新
曽
土
地
区
画
整
理
、
新

曽
中
央
地
区
都
市
整
備
、
北
戸

田
駅
前
再
開
発
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
環
境
の

整
備
、
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者

福
祉
、
子
育
て
支
援
、
環
境
問

題
な
ど
、
各
分
野
に
わ
た
る
行

政
課
題
の
更
な
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
三
位
一
体
改
革
が

推
進
さ
れ
、
地
方
自

治
の
真
価
が
問
わ
れ
、

本
市
が
未
来
に
向
け

て
大
き
く
は
ば
た
き

躍
進
す
る
こ
の
大
切

な
時
期
に
、
よ
り
一

層
の
行
財
政
改
革
を

進
め
、
１１
万
市
民
の

た
め
、
ふ
る
さ
と
戸

田
市
の
た
め
、
汗
を

流
す
こ
と
が
使
命
と

考
え
て
い
ま
す
。

更
に
気
力
体
力
を

充
実
さ
せ
、
市
長
選

に
立
候
補
し
、
市
民

の
審
判
を
仰
ぐ
決
意

で
す
。

▲秋の旬の味覚、サンマを両手いっぱいにつかみ取り

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政

運
営
、
電
子
市
役
所
の
構
築
、

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
地
域
通
貨
を
通
じ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
快
適
で

美
し
い
環
境
づ
く
り
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ
ー

一問一答方式とは、議員席前の質問席から、執行
部に対面して行います。質問の制限時間は40分（答
弁は含まない）で、通告した順番の件名ごとに、1
回目は総ざらい質問・答弁とします。2回目からは
一問一答で、制限時間内に何回でも質問ができます。

▲住みよく更に発展していく戸田市
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議
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　議員は、毎年３月、６月、９月、１２月に開く定
例市議会で、市政全般に対する質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。�
　今定例会では、２０人の議員が一般質問を一問一
答方式で行いました。�
　ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。�

※「アスベスト」＝天然に産する繊維状けい酸塩鉱物で、繊維が極めて細かく、肺に入ると病気を引き起こす

議
員

ア※

ス
ベ
ス
ト
を
吸
う
こ

と
に
よ
り
発
生
す
る
病
気
は
、

肺
ガ
ン
、
悪
性
中
皮
腫
、
石
綿

肺
等
が
あ
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
原
石
は
繊
維

状
の
特
徴
が
あ
り
、
髪
の
毛
の

５
千
分
の
１
ぐ
ら
い
で
、
と
て

も
目
に
は
見
え
な
い
状
態
で
、

肺
に
入
る
と
細
胞
を
刺
激
し
、

病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
悪

性
中
皮
腫
は
非
常
に
進
行
が
早

く
、
診
断
さ
れ
て
か
ら
２
年
以

内
で
亡
く
な
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は
熱
や


